
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みに入る前に『フィルタリングサービス』の導入を！ 

 夏休みに入ると、スマートフォンやタブレット端末等に触れる時間が長くなります。フィルタリングサー

ビスを利用して、子供たちが安全にインターネットの利用ができるようにサポートしましょう。 

 保護者の方がフィルタリングサービスを導入していない理由として、「○○（アプリやサービス名）が使

えなくなるから嫌だ」と子供に言われたというものがよくあげられます。フィルタリングサービスは、「こ

れは使わせてもいい」というものを保護者の方が選択をして個別に利用可能に設定することができます。ま

た、保護者の方の端末でお子さんの利用状況を確認することもできます。フィルタリングサービスの主な機

能を紹介します。 

〜フィルタリングサービスの主な機能〜 

○子供たちにとって有害な情報を含むサイトへのアクセスを禁止する。 

 

 

 

 

 

○曜日や時間帯ごとにインターネットやアプリの利用時間を制限する。 

 

 

 

 

 

○有料アプリのインストールやアプリ内課金を禁止する。 

 

 

 

 

 

○ＳＮＳや掲示板などへの書き込みを禁止する。 

 

 

 

 

 

○子供のインターネット利用状況を確認する。 

 

 

 

 

 

 

フィルタリングサービスの利用とともに、SNS への書き込みや課金等にともなうリスクやトラブルが起きた

ときの対応方法についても確認しておくことも大切です。家庭でも日頃から話題にし、正しい使い方がで

きるようにしておきましょう。 

熊本県教育委員会から提供された資料をもとに作成しています。 


